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【入会申し込み・問い合わせ】YASUほほえみクラブ事務局
（総合体育館内）TEL587-4280、FAX587-4310

【入会申し込み・問い合わせ】さざなみスポーツクラブ事務局
（B&G海洋センター内）TEL589-5100、FAX589-5525

日 曜日 時間 会場 対象 参加費（未会員は
保険料含む） 備考

社交ダンス 04日
18日 ㈪ 19:00 ～ 21:00 コミセンぎおう どなたでも 会員無料

未会員 300円
ダンスシューズか
体育館シューズ

リズム体操
12日
26日 ㈫ 10:00 ～ 11:30 コミセンみかみ どなたでも 会員無料

未会員 300円
体育館シューズ
バスタオル（床敷用）19日 野洲図書館

剣道 毎週 ㈬ 19:00 ～ 21:00 野洲小学校 小学生以上 会員無料
未会員 300円

太極拳 毎週 ㈭ 13:00 ～ 14:30 総合体育館 どなたでも 会員 100円
未会員 400円 体育館シューズ

バスケットボール 毎週 ㈭ 19:30 ～ 21:00 野洲北中学校 どなたでも 会員無料
未会員 300円 体育館シューズ

ソフトバレーボール
14日
21日
28日

㈭ 19:30 ～ 21:30 北野小学校 小学4年生以上 会員無料
未会員 300円 体育館シューズ

親子ふれあい体操 14日 ㈭ 10:00 ～ 11:30 コミセンぎおう 2歳以上の子と
保護者

会員無料
未会員 500円

卓球 毎週 ㈯ 09:00 ～ 12:00 総合体育館 どなたでも 会員無料
未会員 300円

体育館シューズ
所有者はラケット持参

硬式テニス 毎週 ㈯ 13:30 ～ 16:30 河川公園テニスコート 定員 30人 会員 100円
未会員 400円

雨天中止、事前申し込み要
所有者はラケット持参

グラウンド・ゴルフ 毎週 ㈬
㈯ 09:00 ～ 11:30 野洲健康福祉センター

多目的広場 どなたでも 会員無料
未会員 300円

雨天中止
用具貸し出し有り

ソフトボール 19日
23日 ㈯ 19:00 ～ 21:00 祇王小学校 小学生以上 会員無料

未会員 300円
雨天中止
所有者はグローブ持参

バドミントン 16日 ㈯ 14:00 ～ 17:00 野洲小学校 中学生以上 会員無料
未会員 500円

体育館シューズ
所有者はラケット持参

ニュースポーツ
09日
23日 ㈯

13:30 ～ 15:30 篠原小学校
どなたでも 会員無料

未会員 300円 体育館シューズ
16日 10:00 ～ 12:00 野洲小学校

ラグビー 17日 ㈰ 09:00 ～ 12:00 祇王小学校 どなたでも 会員無料
未会員 500円 雨天中止

ミニ・バスケット 17日 ㈰ 09:30 ～ 11:30 祇王小学校 どなたでも 会員無料
未会員 500円 体育館シューズ

スポーツサタデー

12日

㈯

19:00 ～ 11:00

祇王小学校 どなたでも 会員無料
未会員 300円

卓球・バドミントン・バスケッ
ト・グラウンド・ゴルフほか
自由に楽しめます

19日 14:00 ～ 16:00
16 日
23日
30日

19:00 ～ 21:00

日 曜日 時間 会場 対象 参加費（未会員は
保険料含む） 備考

ハイキング
三上山周辺 2日 ㈯ 10:00 現地集合 三上山周辺 参加申込者 会員無料

未会員 300円 参加申し込み受付中

ヨガ教室 19日 ㈫ 10:30 ～ 12:00 中主ふれあいセンター
教養娯楽室 受講申込者 会員 3000 円（年）

未会員 8000 円（年）
受講申し込み受付中
第 1、3火曜日年間 20回の教室

初心者のための
テニス教室（前期）

23日
30日 ㈯ 13:30 ～ 15:30 海洋センターテニスコート 受講申込者 会員 2000 円

未会員 5000 円
参加申し込み受付中
毎週土曜日 10回コース

太極拳教室 27日 ㈬ 10:00 ～ 12:00 中主公民館別館 3階 受講申込者 会員 2000 円（年）
未会員 7000 円（年）

受講申し込み受付中
第 2、4水曜日年間 20回の教室

アラカルト・
スポーツ

16日
13日
20日
27日

㈬ 10:00 ～ 12:00 海洋センター体育館 どなたでも 会員無料
未会員 300円

体育館シューズ
自由にスポーツを楽しめます

サタデースポーツ 19日
23日 ㈯ 19:00 ～ 21:00 海洋センター体育館市民グラウンド どなたでも 会員無料

未会員 300円
体育館シューズ
自由にスポーツを楽しめます

わんぱく塾
（小 1～ 3） 年間 10回、土曜日午前中 体験型教室

（ボール遊び～器械体操）
募集開始！
会員 4月 17日～、未会員 4月 24日～

熱中塾
（小 4～ 6） 年間 10回、土曜日午前中 体験型教室

（卓球～乗馬体験）
募集開始！
会員 4月 17日～、未会員 4月 24日～

※このコーナーは来月号からリニューアルして掲載します。
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北
村
季
吟
肖
像
画（
季
吟
文
庫
蔵
）

7

『源氏物語湖月抄』（歴史民俗博物館蔵）

　

北
村
季
吟
は
、
野
洲
を
代
表
す

る
文
化
人
の
一
人
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
、
俳

人
、
歌
人
と
し
て
、
ま
た
古
典
文

学
の
注
釈
書
を
数
多
く
著
し
た
国

文
学
者
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

１
６
２
４
（
寛
永
元
）
年
に
生
ま

れ
、
近
江
国
野
洲
郡
北
村
（
現

在
の
野
洲
市
北
）
を
故
郷
と
し
、

●埋蔵文化財速報展　3月 12 日㈯～ 4月 17 日㈰
●春期企画展「北村季吟」　4 月 29 日㈷～ 6月 12 日㈰
●第 11回部落史学習会「『野洲の部落史』に学ぶ－近現代の教育－」
　4月 19 日㈫、午後 3時 30 分～ 5時、さざなみホール
　講師：伊藤悦子氏（『野洲の部落史』執筆者）

１
７
０
５
（
宝
永
２
）
年
、
82
歳

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
祖
父
北

村
宗そ
う
り
ゅ
う
龍
は
医
者
で
、永
原
天
神（
菅

原
神
社
）
の
連
歌
の
指
導
者
で
も

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
季
吟
も
医
師

そ
し
て
文
学
の
道
へ
と
進
ん
だ
よ

う
で
す
。

　

16
歳
の
こ
ろ
京
都
の
安や
す
は
ら
て
い
し
つ

原
貞
室

に
入
門
し
、
そ
の
後
、
松ま
つ
な
が
て
い
と
く

永
貞
徳

の
弟
子
と
な
っ
て
俳
諧
、
和
歌
や

古
典
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
祖

父
宗
龍
、
父
宗
円
と
同
じ
く
医
学

も
学
ん
で
い
ま
し
た
。
貞
徳
の
没

後
は
、
俳
壇
の
継
承
者
の
一
人
と

し
て
活
躍
し
、
松
尾
芭
蕉
も
季
吟

に
教
え
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

国
文
学
者
と
し
て
は
、『
万
葉

集
』『
枕
草
子
』『
徒
然
草
』
な
ど

の
古
典
文
学
を
、
読
み
や
す
い
注

釈
を
加
え
た
本
に
し
て
出
版
し
ま

し
た
。
な
か
で
も
最
も
有
名
な

の
が『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』で
す
。

「
湖
月
抄
」
は
、
紫
式
部
が
石
山

寺
に
参
籠
し
て
湖
上
の
月
に
興

味
が
沸
き
『
源
氏
物
語
』
を
書

い
た
と
の
伝
に
よ
り
命
名
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
本
は
60
冊
か
ら

な
り
、
本
文
に
頭と
う
ち
ゅ
う注
を
付
け
た

形
式
で
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て

多
く
の
人
々
が
こ
れ
を
用
い
て

勉
強
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
季
吟
は
古
典
文
学
の
教

養
が
俳
諧
や
和
歌
を
よ
り
高
め

る
基
礎
と
な
る
こ
と
を
強
調
し

て
い
ま
す
。

　

60
歳
の
時
、
新に
い
た
ま
つ
し
ま

玉
津
嶋
神
社

（
京
都
市
下
京
区
）
の
社
司
と
な

り
、
１
６
８
９
（
元
禄
２
）
年

に
は
、
66
歳
で
子
の
湖
春
と
と

も
に
、
幕
府
に
召
さ
れ
、
江
戸
で

将
軍
の
和
歌
の
指
導
を
す
る
「
歌

学
方
」
と
し
て
５
代
将
軍
徳
川
綱

吉
に
仕
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

幕
府
の
側
用
人
で
あ
っ
た
柳
沢
吉

保
も
季
吟
か
ら
和
歌
を
学
ん
で
い

ま
す
。
晩
年
、
１
７
０
５
（
宝
永

２
）
年
に
は
孫
の
湖
元
に
職
を
譲

り
、
同
年
６
月
15
日
に
82
歳
で
そ

の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

季
吟
没
後
250
年
の
１
９
５
５

（
昭
和
30
）
年
、
北
村
季
吟
顕
彰

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
北
自
治

会
館
前
に
は
「
祇ぎ
お
う
い

王
井
に　

と
け

て
や
民
も　

や
す
こ
お
り
」
の
句

碑
が
建
て
ら
れ
、「
季
吟
文
庫
」

も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
毎
年
、
命

日
の
６
月
15
日
（
現
在
は
第
２
土

曜
日
）
に
は
、
法
要
や
句
会
な
ど

の
顕
彰
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
祇
王
小
学
校
に
は
季

吟
少
年
像
、
野
洲
文
化
ホ
ー
ル
に

は
季
吟
像
の
銅
像
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、北
村
季
吟
没
後
300
年
、

北
村
季
吟
顕
彰
会
設
立
50
周
年
の

記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、
記
念

事
業
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
郷
土
出
身
の
文
化
人

を
見
直
し
、
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

（
歴
史
民
俗
博
物
館
学
芸
員　

行
俊
勉
）




